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、

二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

京
都
大
学
基
督
教
学
会
規
約

本
会
は
京
都
大
学
基
督
教
学
会
と
称
し
、
事
務
局
を
京
都
市
左
京
区

吉
田

本
町
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室

に

置
く
。

本
会
は
基
督
教
学
研
究
の
進
展
を
目
的
と
す
る
。

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
事
業
を
行
う
。

（1
）
研
究
発
表
会
、
講
演
会
な
ど
の
開
催

（
二
）
学
会
誌
『
基
督
教
学
研
究
』
の
発
行

（
三
）
内
外
の
研
究
機
関
及
び
研
究
者
と
の
相
互
交
流

（四
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
業

本
会
は
基
督
教
学
の
研
究
に
従
事
す
る
者
、
も
し
く
は
本
会
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
入
会
は
委
員
会
の
承
認
に

よ
る
。

本
会
の

経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ

に
充
て
る
。

会
員
は
年
会
費
五
千
円
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。
会
員
の
う
ち
年
額

一
口

五
千
円
を
二
口
以
上
納
め
る
も
の
を
維
持
会
員
と
す
る
。

本
会
の

運
営
の
た

め
に
次
の
委
員
を
置
く
。
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し
、
再
選
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妨
げ
な
い
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総
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般
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要
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項
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す
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『基
督
教
学
研
究
』
投
稿
規
定

一
、

寄
稿
者
は
本
学
会
員
に
か
ぎ
る
。

二
、
内
容
は
未
発
表
の
学
術
論
文
で
あ
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こ
と
。
採
否
な
ら
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誌
の
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註
文
は
、
最
寄
の
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教
書
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、
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京
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